
Harpsichord about 1550

Naples, Italy

https://collections.mfa.org/objects/51255/harpsichord

Museum of Fine Arts, Boston

https://www.mfa.org/

Museum of Fine Arts, Boston

https://www.mfa.org/

Harpsichord

Henri Hemsch (French (born in Germany), 1700–1769)

c.1736, Paris, France

https://collections.mfa.org/objects/51038/harpsichord?ctx=4cb1b5cc-a45b-4ef3-9dd4-8600ccb19926&idx=23

user
ノート注釈
実在するチェンバロの中でも最も古い時期に属するイタリアの1段鍵盤楽器。本体は5ミリ以下の大変薄い板材で作られており、弦楽器の共鳴箱の感覚に近い。低音側は当時一般的なショート・オクターブというスタイルをとっている。

user
ノート注釈
ドイツ生まれで、パリで活躍した楽器製作者、ヘンリー・エムシュによる2段鍵盤楽器。5オクターブに1音足りない音域。一般的にこのような「フランス・スタイル」と言われる楽器は、17世紀フランドル地方でルッカース一族によって考案された15ミリ以上の厚い板材を用いて作られた「フレミッシュ・スタイル」の延長上にあると考えられる。



Museum of Fine Arts, Boston

https://www.mfa.org/

Polygonal virginal

Joseph Salodiensis (Italian, 1559–1574)

1574, Italy

https://collections.mfa.org/objects/51028/polygonal-virginal?ctx=c24c4672-dc8d-4a94-9676-b135d011d673&idx=41

Museum of Fine Arts, Boston

https://www.mfa.org/

Clavichord

Johann Christoph Georg Schiedmayer (German, 1740–1820)

1796, Neustadt an der Aisch, Germany

https://collections.mfa.org/objects/50941/clavichord?ctx=f0bf3b95-6883-422c-a745-dcd9a14e27e0&idx=2

user
ノート注釈
やはり、古い時期に属するイタリアの小型撥弦鍵盤楽器。一般的にはヴァージナルと呼んで区別している。絵が描かれた蓋や外周は楽器本体(インナー)とは別になっており、アウター・ケースと呼ばれる。前出のイタリアの楽器と同様低音側はショート・オクターブ。

user
ノート注釈
チェンバロやピアノ、オルガンなどとはまったく異なる発音方法のクラヴィコードという鍵盤楽器。やむを得ず打弦鍵盤楽器と分類することもあるが、クラヴィコードの打弦は発音を目的としていないためそれは間違い。チェンバロよりも古い時代から使われていたようだ。



Museum of Fine Arts, Boston

https://www.mfa.org/

Square piano

Johann Christoph Zumpe & Gabriel Gottlieb Buntebart

1770, London, England

https://collections.mfa.org/objects/50338/square-piano?ctx=74ba0295-2103-4c44-b43c-47e595eb3816&idx=50

Museum of Fine Arts, Boston

https://www.mfa.org/

Grand piano

Johann Andreas Stein (German, 1728–1792)

1783, Augsburg, Germany

https://collections.mfa.org/objects/50944/grand-piano?ctx=64c8d69b-fcfc-4bbb-8149-ad500153b132&idx=14

user
ノート注釈
バイエルン生まれで、ロンドンで活躍した楽器製作者、ヨハネス・ツンペによるスクェア・ピアノ。外観は前出のクラヴィコードにそっくりだが、れっきとした打弦鍵盤楽器のピアノである。アクションは大変シンプルな突き上げ式。提示したボストン美術館のこの楽器のurlから、鍵盤についてもぜひ確認して欲しい。

user
ノート注釈
ドイツ、アウクスブルグの楽器製作者、ヨハン・アンドレアス・シュタインによるピアノ。若きモーツァルト現地を訪れた際、彼の楽器に手放しで惚れ込んだ話は有名である。シュタインの楽器は恐らくモーツァルトが弾いた初めてのピアノだった可能性がある。それ以前に弾いたことがあると言われる「シュペートのピアノ」は打弦鍵盤楽器ではあるもののまったく異なる発想で鍵盤化された「タンゲンテン・フリューゲル」だと思われる。
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